
　

口
座
振
替
を
ご
利
用
下
さ
い
。

２００４．８．１１ （５）

□問
 

納
税
課
11
７
２
４
・
２
１
２
０

　

市
内
の
中
小
企
業
者
ま
た
は
、

市
内
で
新
た
に
事
業
を
始
め
る
中

小
企
業
者
が
事
業
資
金
を
調
達
す

る
た
め
、
市
と
取
扱
金
融
機
関
と

の
提
携
及
び
信
用
保
証
機
関
の
協

力
に
よ
り
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

取
り
扱
い
は
次
の
金
融
機
関
の

町
田
市
内
に
あ
る
支
店
で
行
っ
て

い
ま
す
。

○
取
扱
金
融
機
関　

八
千
代
・
横

浜
・
三
井
住
友
・
み
ず
ほ
・
東
京

都
民
・
り
そ
な
・
東
日
本
の
各
銀

行
、
城
南
・
横
浜
の
各
信
用
金

庫
、
町
田
市
農
業
協
同
組
合

※
金
融
機
関
、
信
用
保
証
機
関
の

審
査
に
よ
り
、
融
資
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

□問
 

経
済
振
興
課
11
７
２
４
・
２
１

２
９

※バリアフリー化整備資金、環境改善整備資金及び緊急資金は他の資金と重複して申し込みができます。融資資格確認書を発行しますので、事前にご相談下さい。
※この制度は、信用保証機関（東京信用保証協会）の保証が必要です。また、信用保証機関の指示により上表のほかに保証人を要することもあります。
※信用保証料の約１／２を５万円を限度（バリアフリー化整備資金及び環境改善整備資金は全額）として融資時に補助します。また利子については（　）内の利率
による額を年２回に分け補助します。

町 田 市 中 小 企 業 融 資 制 度 概 要
保証人融資期間・返済方法融資利率融資限度額融資の種類

法人は代表者
個人の連帯保
証が必要

５年以内（６か月の据置期間を含む）割賦返済
年利２．２％（１．５％）

１，０００万円

運 転 資 金
７年以内（６か月の据置期間を含む）割賦返済設 備 資 金

７年以内（１２か月の据置期間を含む）割賦返済
年利１．８％（１．８％）

バリアフリー化整備資金
環 境 改 善 整 備 資 金

年利２．０％（１．５％）
開 業 資 金

５年以内（６か月の据置期間を含む）割賦返済　５００万円
緊 急 資 金

年利２．２％（１．５％）小 規 模 企 業 特 別 資 金

町町町町町町町町町町町町町町 田田田田田田田田田田田田田田 市市市市市市市市市市市市市市町 田 市
中中中中中中中中中中中中中中 小小小小小小小小小小小小小小 企企企企企企企企企企企企企企 業業業業業業業業業業業業業業中 小 企 業
融融融融融融融融融融融融融融 資資資資資資資資資資資資資資 制制制制制制制制制制制制制制 度度度度度度度度度度度度度度融 資 制 度

ご 利 用 下 さ い

町 田 市 職 員 （ 医 療 職 ） 募 集
受　　験　　資　　格募 集 人 員募　集　職　種

昭和４９年４月２日以後に生まれた方で薬剤師の資格を有する方、
または２００５年春までに取得見込みの方１人薬　　剤　　師

昭和４４年４月２日以後に生まれた方で助産師の資格を有する方、
または２００５年春までに取得見込みの方５人助　　産　　師

昭和４９年４月２日以後に生まれた方で看護師の資格取得後、実務
経験のある方１２人看　護　師（イ）

昭和４９年４月２日以後に生まれた方で看護師の資格を有する方、
または２００５年春までに取得見込みの方１０人看　護　師（ロ）

●全ての職種とも次の各号の一に該当する方は受験できません。
１．地方公務員法第１６条の欠格条項に該当する方
２．活字印刷文による出題に対応できない方 

＊採用は、２００５年４月１日以降です。お問い合わせは、職員課
（11７２２・３１１１内線２２４１）へ。

＊全職種とも募集要項と申込書は市役所、各市民センターで配
布します。また、町田市ホームページからもダウンロードで
きます。

　

寝
た
き
り
の
原
因
と
な
る
転
倒
に
よ

る
骨
折
の
予
防
や
、
運
動
機
能
の
低
下

を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
日

常
生
活
に
必
要
な
筋
肉
を
活
性
化
さ
せ

る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。

　

高
齢
者
に
配
慮
さ
れ
た
機
器
を
使
用

し
て
、
専
門
の
知
識
を
有
す
る
ス
タ
ッ

フ
に
よ
り
運
動
指
導
を
行
い
ま
す
。

○
対
象　

本
町
田
・
原
町
田
・
旭
町
・

中
町
・
森
野
・
南
大
谷
・
玉
川
学
園
に

お
住
ま
い
の　

歳
以
上
で
、
筋
力
の
低

６０

下
に
よ
り
歩
行
等
の
日
常
生
活
に
支
障

が
あ
り
、
介
護
保
険
要
介
護
認
定
で
自

立
か
ら
要
介
護
２
ま
で
の
認
定
を
受
け

た
（
同
程
度
の
方
を
含
む
）
、
全
回
参

加
可
能
な
方
。

○
期
間　
　

月
６
日
〜　

月　

日
（
毎

１０

１２

２４

週
水
曜
日
と
金
曜
日
、
全　

回
）

２２

○
定
員　
　

人
程
度

１０

○
会
場　

悠
々
園
（
能
ヶ
谷
町
）

※
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
自
宅
近
く

か
ら
施
設
ま
で
送
迎
を
行
い
ま

す
。

○
費
用　

１
万
２
０
０
０
円
（
１

回
当
た
り
５
５
０
円
程
度
）
、
別

途
傷
害
保
険
料
（
１
５
０
０
円
）、

送
迎
を
利
用
さ
れ
る
方
は
自
己
負

担
が
あ
り
ま
す
。

○
申
し
込
み　

参
加
申
込
書
（
高

齢
者
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
明
記
し
、
８
月　

日
２７

ま
で
（
必
着
）
に
高
齢
者
福
祉
課

（
〒　

－

８
５
２
０
、
中
町
１－

１９４

　

－

　

、
11
７
２
４
・
２
１
４

２０

２３

６
）
へ
。

　

７
月
２
日
に
市
民
ホ
ー
ル
で
多
摩

地
区
更
生
保
護
事
業
関
係
者
顕
彰
式

典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
７
月
が

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
推
進

強
化
月
間
に
当
た
り
、
更
生
保
護
事

業
の
一
層
の
充
実
発
展
を
期
し
て
、

更
生
保
護
事
業
功
労
者
１
１
２

名
１
団
体
に
対
し
て
多
摩
地
区

保
護
司
会
連
絡
協
議
会
会
長
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
、
町
田
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ー
交
響
楽
団
に
よ
る
演
奏
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
９
日
に
市
民
ホ

ー
ル
で
「
第　

回
社
会
を
明
る

５４

く
す
る
運
動
町
田
大
会
式
典
及

び
記
念
講
演
会
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
講
師
に
サ
ッ
カ
ー
解
説

者
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
現
在
は

Ｊ
リ
ー
グ
柏
レ
イ
ソ
ル
監
督
で
あ
る

早
野
宏
史
氏
を
お
招
き
し
た
記
念
講

演
会
は
、
来
場
さ
れ
た
多
く
の
方
々

に
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

□問
 

福
祉
総
務
課
11
７
２
４
・
２
５
３

７

　

今
年
度
か
ら
ご
利
用
の
際
の
補
助
金

が
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
協
定
料
金
で

宿
泊
が
で
き
ま
す
。　

○
対
象　

①　

歳
以
上
の
高
齢
者
②
身

６０

体
障
害
者
手
帳
、
愛
の
手
帳
及
び
原
子

爆
弾
被
爆
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
と
付

添
人

○
利
用
申
込
み　

直
接
宿
泊
施
設
へ

【
①
②
い
ず
れ
の
方
も
対
象
の
施
設
】

　

箱
根
湯
本
ホ
テ
ル
（
11
０
４
６
０
・

５
・
８
８
０
０
、
6
０
４
６
０
・
５
・

８
２
１
０
）
、
西
熱
海
ホ
テ
ル
（
11　
０３

・
３
５
２
６
・
３
７
５
５
、
6　

・
３

０３

５
２
６
・
３
７
５
１
）
、
伊
東
小
涌
園

（
11
０
５
５
７
・　

・
４
１
３
１
、
6

３７

０
５
５
７
・　

・
３
７
９
４
）
、
小
松

３６

高
齢
者
、
障
が
い
児
・
者
及
び
原
子
爆

弾
被
爆
者
「
い
こ
い
の
家
」

ご
利
用
下
さ
い

屋
八
の
坊
（
11
０
５
５
９
・　

・
１
３

４８

０
１
、
6
０
５
５
９
・　

・
０
０
０

４８

６
）
、
ホ
テ
ル
城
山
（
11
０
４
６
５
・

　

・
０
１
５
１
、
6
０
４
６
５
・　

・

６３

６３

０
１
４
９
）
、
ホ
テ
ル
石
庭
（
11
０
５

５
２
・　

・
４
１
５
５
、
6
０
５
５
２

６２

・　

・
３
３
０
４
）
、
箱
根
ホ
テ
ル

６３
小
涌
園
（
11
０
４
６
０
・
２
・
４
１
１

１
、
6
０
４
６
０
・
２
・
４
１
２
３
）、

 
宙 
渡
月
荘
金
龍
（
11
０
５
５
８
・　

・

そ
ら

７２

０
６
０
１
、
6
０
５
５
８
・　

・
２
２

７２

３
９
）

【
①
の
方
の
み
が
対
象
の
施
設
】

　

青
巒
荘
（
11　

・
３
４
１
２
・
８
７

０３

６
１
、
6
０
４
６
５
・　

・
３
１
１

６３

６
）
、
藤
元
（
11
０
５
５
７
・　

・
４

４５

１
３
３
、
6
０
５
５
７
・　

・
３
７
７

４５

３
）
、
一
望
閣
（
11
０
４
６
５
・　

・
６８

１
２
５
１
、
6
０
４
６
５
・　

・
１
２

６８

５
２
）
、
お
お
や
（
11
０
５
５
８
・　
９８

・
１
１
０
８
、
6
０
５
５
８
・　

・
２

９８

３
８
５
）
、
ホ
テ
ル
河
鹿
荘
（
11
０
４

６
０
・
５
・
５
５
６
１
、
6
０
４
６
０

・
５
・
５
６
８
８
）
、

【
②
の
方
の
み
が
対
象
の
施
設
】

　

湯
河
原
厚
生
年
金
会
館
（
11
０
４
６

５
・　

・
３
７
２
１
、
6
０
４
６
５
・

６３

　

・
６
４
０
１
）
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
太
陽

６３の
子
（
11
6
０
５
５
１
・　

・
４
６
３

３６

３
）

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

１
、
6
７
２
４
・
１
１
９
０
、
障
が
い

福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４
７
、
6
７

２
４
・
１
１
９
１

　

公
民
館
サ
ー
ク
ル
・
団
体
用
の
貸
出

ロ
ッ
カ
ー
の
貸
出
期
限
が
９
月　

日
で

２０

切
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
新
た
に
貸
し

出
し
の
申
込
受
付
と
公
開
抽
選
会
を
行

い
ま
す
。

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
団
体

登
録
Ｉ
Ｄ
番
号
・
住
所
・
団
体
代
表
者

名
・
電
話
番
号
・
希
望
の
ロ
ッ
カ
ー

（
大
・
小
の
い
ず
れ
か
）
を
明
記
し
、

返
信
用
に
も
あ
て
先
と
団
体
登
録
Ｉ
Ｄ

番
号
を
書
い
て
、
８
月　

日
ま
で
（
必

２５

着
）
に
ま
ち
だ
中
央
公
民
館
（
〒　

－１９４

０
０
１
３
、
原
町
田
６－

８－

１
、
11

７
２
８
・
０
０
７
１
）
へ
。

※
希
望
ロ
ッ
カ
ー
が
未
記
入
の
場
合
は

ロ
ッ
カ
ー
（
小
）
と
し
て
扱
い
ま
す
。

ま
ち
だ
中
央
公
民
館

貸
出
ロ
ッ
カ
ー
の

申

し

込

み

○
抽
選
日
時　

９
月
８
日
午
後
２
時
か

ら○
会
場　

同
館
７
階
ホ
ー
ル

○
当
落
の
通
知
発
送　

９
月　

日
１０

○
鍵
の
交
付　

９
月　

日
午
後
１
時　

２６

３０

分
か
ら
（
同
館
７
階
ホ
ー
ル
）

※
期
限
切
れ
に
伴
う
ロ
ッ
カ
ー
の
鍵
は

９
月　

日
午
後
５
時
ま
で
に
必
ず
返
還

２０

し
て
下
さ
い
。

　

現
在
児
童
扶
養
手

当
（
ひ
と
り
親
の
手

当
）
を
受
給
中
ま
た

は
支
給
停
止
中
の
方

は
、
８
月
中
に
現
況
届
の
提
出
が
必
要

で
す
。

　

対
象
の
方
に
は
す
で
に
現
況
届
の
用

紙
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
８
月　

日
ま
で
に

３１

子
ど
も
総
務
課
へ
提
出
し
て
下
さ
い

（
郵
送
可
）
。

　

現
在
支
給
停
止
中
で
手
当
を
受
給
し

て
い
な
い
方
も
、
現
況
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。

　

現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、　
１２

月
振
込
分
以
降
の
手
当
が
停
止
に
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

□問
 

子
ど
も
総
務
課
11
７
２
４
・
２
１
３

９ 児
童
扶
養
手
当
（
ひ
と
り
親
の
手
当
）

を
受
給
中
の
方
、
支
給
停
止
中
の
方

現
況
届
を
し
て
下
さ
い

　

８
月　

日
は
終
戦
の
日
で
す
。
町
田

１５

市
で
は
戦
争
の
悲
惨
さ
を
語
っ
て
く
れ

る
人
が
少
な
く
な
っ
た
今
、
少
し
で
も

そ
れ
を
思
い
起
こ
さ
せ
、
平
和
の
尊

さ
、
大
切
さ
を
後
世
ま
で
伝
え
て
い
け

る
よ
う
戦
時
資
料
の
収
集
を
行
っ
て
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
お
宅
に
残
さ

れ
て
い
る
明
治
時
代
以
降
の
戦
争
に
関

し
た
次
の
よ
う
な
資
料
を
寄
贈
し
て
下

さ
る
方
は
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
戦
争
中
に
使
用
し
た
も
の

　

寄
せ
書
き
の
日
の
丸
、
千
人
針
、
軍

服
類
、
召
集
令
状
、
軍
隊
手
帳
、
勲
章

類
、
軍
票
、
軍
事
郵
便
、
当
時
の
新
聞

等○
戦
争
中
の
生
活
用
品
で
次
の
よ
う
な

も
の

　

配
給
通
帳
、
戦
勝
盃
、
救
急
袋
、

り
災
証
明
書
等

○
戦
争
中
の
個
人
の
記
録
の
類

　

学
童
疎
開
や
竹
や
り
訓
練
・
消
火
訓

練
等
の
写
真
、
絵
画
、
日
記
等

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
調
整
課

（
11
７
２
４
・
２
１
０
３
）
へ
。

第１次試験日
２００４年１０月３日（日）

申込受付 ９月１３日（月）
　　１４日（火）


